
月間検索数チェックツール完全比較分

析

5軸マトリクス評価レポート

1. 導入

SEOやコンテンツマーケティングにおいて、キーワードの月間検索数を正確

に把握することは戦略策定の基盤となります。市場には多数の検索数チェッ

クツールが存在し、それぞれ異なる特徴や強みを持っています。本レポート

では、主要な月間検索数チェックツールを5つの評価軸で徹底比較し、用途別
の最適なツール選択をサポートします。

2. 評価軸の定義

2.1 無料か否か（コスト面）

ツールの利用にかかる費用体系を評価します。完全無料、一部無料、有料プ

ランのみなど、予算制約のあるプロジェクトでの利用可能性を判定します。

2.2 精度

提供される検索数データの正確性と信頼性を評価します。Googleの公式データ
との整合性や、実際の検索トレンドとの一致度を基準とします。

2.3 使いやすさ

ユーザーインターフェースの直感性、操作の簡便性、学習コストの低さを総

合的に評価します。初心者から上級者まで幅広く使えるかを判定します。

2.4 検索ボリュームの推移



過去から現在にかけての検索数の変遷を確認できる機能の充実度を評価しま

す。トレンド分析やシーズナリティの把握に重要な要素です。

2.5 競合サイトとの比較分析

競合他社のキーワード戦略や検索順位の分析機能を評価します。競合調査の効

率性と分析の深度を基準とします。

3. 主要ツール概要

本分析では以下の8つの代表的な月間検索数チェックツールを対象とします：

Google Keyword Planner - Google公式の無料キーワードツール

Ubersuggest - Neil Patel開発の総合SEOツール

Ahrefs - プロフェッショナル向けSEO分析ツール

SEMrush - 競合分析に強いマーケティングツール

Keyword Tool - シンプルなキーワード調査ツール

Answer The Public - 質問型キーワード特化ツール

MOZ Keyword Explorer - MOZ社のキーワード分析ツール

Keyword Surfer - Chrome拡張機能型ツール

4. マトリクス分析表

ツール名
無料か

否か

精

度

使いや

すさ

検索ボリュ

ーム推移

競合サイト

比較分析

総合ス

コア

Google Keyword
Planner

5 5 3 4 2 19/25

Ubersuggest 3 4 5 4 4 20/25

Ahrefs 1 5 4 5 5 20/25

SEMrush 1 5 4 5 5 20/25

Keyword Tool 2 3 5 2 2 14/25

Answer The Public 2 2 5 1 1 11/25



ツール名
無料か

否か

精

度

使いや

すさ

検索ボリュ

ーム推移

競合サイト

比較分析

総合ス

コア

MOZ Keyword
Explorer

2 4 4 3 3 16/25

Keyword Surfer 5 3 5 2 2 17/25

評価基準： 5（優秀） - 4（良好） - 3（普通） - 2（改善要） - 1（不十分）

5. 各ツール詳細解説

Google Keyword Planner

概要：Google広告の一部として提供される公式キーワードツール。

Googleの検索データに直接アクセスできるため、最も信頼性の高いデー
タを提供します。

メリット

Google公式データで最高精

度

完全無料で利用可能

地域・言語別の詳細データ

広告配信との連携

デメリット

Google広告アカウントが必

要

インターフェースが複雑

競合分析機能が限定的

キーワード提案が保守的

適用場面：正確な検索数データが必要なPPC広告運用、公式データに基

づくSEO戦略策定。

Ubersuggest



概要：Neil Patel氏が開発したSEO総合ツール。無料プランでも充実した

機能を提供し、初心者から中級者まで幅広く支持されています。

メリット

直感的で使いやすいUI

無料プランが充実

コンテンツアイデア機能

競合サイト分析も可能

デメリット

データ精度に若干のばらつ

き

無料版は検索回数制限あり

高度な分析機能は有料

大規模サイト分析には不向

き

適用場面：中小企業のSEO担当者、ブロガー、コストを抑えたい個人事

業主。

Ahrefs

概要：世界最大級のバックリンクデータベースを持つプロフェッショナ

ル向けSEOツール。検索数データの精度と機能の豊富さで業界トップク

ラスです。

メリット

極めて高い精度のデータ

包括的な競合分析機能

詳細なトレンド分析

グローバル対応

デメリット

高額な月額費用（$99〜）

学習コストが高い

小規模サイトには過剰機能

日本語サポートが限定的

適用場面：大企業のSEO戦略、エージェンシー業務、本格的な競合分析
が必要な案件。



SEMrush

概要：競合分析に特化したデジタルマーケティングツール。PPC、

SEO、SNSマーケティングを統合的に分析できます。

メリット

強力な競合分析機能

多様なマーケティング指標

リアルタイムデータ更新

レポート機能が充実

デメリット

高額な利用料金

複雑なインターフェース

機能過多で使いこなしが困
難

初心者には不向き

適用場面：マーケティングエージェンシー、競合他社の動向監視、包括

的なデジタルマーケティング分析。

Keyword Tool

概要：Google Autocompleteを活用したシンプルなキーワード調査ツー
ル。使いやすさと手軽さが特徴です。

メリット

非常にシンプルな操作

多言語・多プラットフォー

ム対応

ロングテールキーワード発

見

学習コストがほぼゼロ

デメリット

検索数データは有料版のみ

分析機能が基本的

競合分析機能なし

トレンド分析が弱い



適用場面：キーワードアイデア収集、初心者のSEO学習、簡単なキーワ

ード調査。

Answer The Public

概要：質問型キーワードとロングテールキーワードの発見に特化したツ

ール。ユーザーの検索意図を深く理解するのに適しています。

メリット

質問型キーワードに特化

視覚的で理解しやすいUI

コンテンツアイデア発想支

援

ユーザー検索意図の把握

デメリット

検索数データなし

限定的な分析機能

競合分析不可

無料版は1日2回まで

適用場面：コンテンツ企画、FAQ作成、ブログ記事のアイデア発掘、カ

スタマージャーニー分析。

MOZ Keyword Explorer

概要：MOZ社が提供するキーワード分析ツール。SEO難易度の算出に定

評があり、バランスの取れた機能を提供します。

メリット

SEO難易度指標が秀逸

SERP分析機能

適度な機能バランス

デメリット

有料プランが必要

データ更新頻度が低め

国際対応が限定的



信頼性の高いデータ 他ツールより機能が少ない

適用場面：SEO難易度を重視する戦略立案、中規模サイトのキーワード

戦略、教育・学習目的。

Keyword Surfer

概要：Chrome拡張機能として動作する無料ツール。Google検索結果画面
に直接検索数データを表示する利便性が特徴です。

メリット

完全無料で利用可能

Google検索画面に統合

リアルタイムデータ表示

インストールが簡単

デメリット

機能が基本的

Chrome限定

詳細分析機能なし

データ精度に課題

適用場面：日常的なキーワード確認、簡易的なSEO作業、初心者の学習

ツール。

6. 用途別おすすめツール提案

🎯 初心者・個人ブロガー向け

推奨：Google Keyword Planner + Keyword Surfer

無料で正確なデータを取得しつつ、日常的なキーワード確認も効率化で

きる組み合わせです。



🏢 中小企業のSEO担当者向け

推奨：Ubersuggest

コストパフォーマンスが高く、必要十分な機能を網羅しています。競合

分析も基本的なレベルで実行可能です。

🏭 大企業・エージェンシー向け

推奨：Ahrefs または SEMrush

高精度なデータと包括的な分析機能で、本格的なSEO戦略の立案・実行
をサポートします。

✍️ コンテンツマーケター向け

推奨：Answer The Public + Google Keyword Planner

質問型キーワードでコンテンツアイデアを発掘し、検索数データで優先

順位を決定できます。

📊 競合分析重視向け

推奨：SEMrush



競合他社のキーワード戦略、広告出稿状況、順位変動を詳細に分析でき

ます。

7. まとめ

選択指針

月間検索数チェックツールの選択は、予算・目的・スキルレベルの3軸

で決定することが重要です。

精度重視：Google Keyword Planner、Ahrefs、SEMrush

コスト重視：Google Keyword Planner、Keyword Surfer

使いやすさ重視：Ubersuggest、Keyword Tool

機能の豊富さ重視：Ahrefs、SEMrush

競合分析重視：SEMrush、Ahrefs

効果的なSEO戦略の実現には、単一ツールに依存せず、目的に応じて複数のツ
ールを使い分けることが重要です。無料ツールで基盤を固め、必要に応じて

有料ツールの高度な機能を活用する段階的アプローチを推奨します。

また、どのツールを選択する場合も、データの数値だけでなく、ユーザーの

検索意図や市場トレンドを総合的に分析し、戦略的な意思決定を行うことが
成功の鍵となります。


